
対
話
と
平
和
へ
の
祈
り
を
積

み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
宗
教

者
・
信
仰
者
の
皆
様
が
再
び

川
崎
大
師
・
平
間
寺
に
集

い
、
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス

ト
教
、
新
宗
教
、
イ
ス
ラ
ム

教
そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵
を
結
集

さ
れ
、
真
の
『
世
界
平
和
』

実
現
へ
の
道
筋
を
見
出
さ
れ

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和５年（2023年）１２月１０日　日曜日 第806号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
11
月
26
日

と
12
月
３
日
、
シ
リ
ー
ズ
「
食
の
防

衛
線
」
が
放
映
さ
れ
、
米
と
酪
農
の

深
刻
な
現
状
に
警
告
を
鳴
ら
し
た
。

背
景
に
あ
る
の
は
、
１
９
６
１
年
に

制
定
さ
れ
た
農
業
基
本
法
に
基
づ
く

経
営
規
模
の
拡
大
、
食
料
・
飼
料
・

肥
料
の
海
外
調
達
の
限
界
で
、
い
ず

れ
も
資
本
主
義
の
本
質
的
問
題
を
示

し
て
い
る
。食

糧
安
全
保
障

米
生
産
の
規
模
拡
大
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
は
、
経
験
的
に
耕
作
面
積
10

ア
ー
ル
が
分
岐
点
だ
と
い
う
。
そ
れ

を
超
え
る
と
大
規
模
化
の
弊
害
が
現

れ
る
。
飼
料
な
ど
の
海
外
調
達
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
飼
料
・
肥

料
の
高
騰
に
よ
り
、
各
国
が
輸
出
制

限
す
る
危
険
性
を
露
呈
し
た
。
こ
れ

ら
を
経
済
政
策
で
克
服
す
る
の
は
基

本
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
構
造
的
危

へ
の
転
換
、
利
他
に
包
ま
れ
た
利
己

社
会
の
実
現
で
あ
る
。
そ
こ
に
大
き

な
役
割
を
果
た
せ
る
の
が
日
本
の
宗

教
と
言
え
よ
う
。

新
人
類
の
中
で
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

ス
だ
け
が
繫
栄
し
た
の
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
共
同
・
協
働
を

実
現
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
他
の
動
物
に
比
べ
脳
を
飛
躍

的
に
進
化
さ
せ
て
き
た
。
血
液
の
実

に
60
％
が
脳
で
消
費
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

共
同
の
核
に
な
っ
た
の
が
宗
教

で
、
始
ま
り
は
祭
祀
で
あ
っ
た
。
フ

ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ア
ラ
ン
が
言
う
よ

う
に
、
人
間
の
悩
み
の
大
半
は
人
間

関
係
か
ら
く
る
も
の
で
、
そ
れ
が
解

決
で
き
な
い
と
争
い
に
な
る
の
は
、

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。
例
え
ば
、

農
業
の
生
命
線
で
あ
る
水
の
分
配
は
、

集
団
の
代
表
の
相
談
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
決
定
を
確
保
す
る
に

機
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。

日
本
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
糧

自
給
は
38
％
だ
が
、
高
地
に
あ
る
ス

イ
ス
は
耕
地
条
件
が
厳
し
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
80
％
を
維
持
し
て
い
る
。

国
策
と
し
て
食
糧
安
保
を
最
優
先
し

て
き
た
結
果
だ
。
長
年
に
わ
た
る
国

民
的
な
議
論
が
そ
れ
を
可

能
に
し
た
。
国
民
の
多
く

が
自
身
の
生
き
方
と
し

て
、
農
家
や
自
然
環
境
を

守
る
べ
き
ラ
イ
ン
を
設
定
し
、
一
定

の
コ
ス
ト
負
担
を
覚
悟
し
た
と
い

う
。
農
家
の
平
均
年
齢
は
49
歳
で
、

世
代
交
代
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

農
福
連
携
は
農
業
に
障
が
い
者
な

ど
福
祉
の
対
象
者
を
導
入
し
、
人
手

不
足
と
障
が
い
者
の
就
労
を
同
時
に

解
決
し
よ
う
と
い
う
政
策
だ
が
、
も

っ
と
大
き
く
資
本
主
義
社
会
の
仕
組

み
の
改
良
を
目
指
す
べ
き
だ
ろ
う
。

倫
理
的
に
言
え
ば
、
利
己
か
ら
利
他

は
宗
教
的
権
威
の
仲
介
を
要
し
た
。

つ
ま
り
シ
ャ
ー
マ
ン
が
神
と
人
と
を

仲
立
ち
し
、
祭
祀
を
行
う
こ
と
で
、

人
々
の
和
を
保
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
宗
教

は
、
や
が
て
よ
り
多
数
の
集
団
を
統

率
す
る
必
要
か
ら
、
悪
・
罪
か
ら
の

救
い
と
い
う
、
個
々
人
の
内
面
か
ら

の
渇
望
に
基
づ
く
宗
教
へ
と
進
化
し

て
き
た
。
マ
ズ
ロ
ー
は
自
己
実
現
を

頂
点
と
す
る
欲
求
五
段
階
説
を
提
唱

し
た
が
、
梅
原
猛
は
救
済
欲
を
付
け

加
え
た
。
そ
れ
は
、
悪
・
罪
を
自
己

の
内
に
自
覚
し
て
か
ら
芽
生
え
た
も

の
で
あ
る
。
共
同
体
維
持
の
社
会
倫

理
を
拡
大
す
る
に
は
普
遍
的
な
論
理

が
必
要
で
、
そ
れ
が
「
悪
・
罪
か
ら

の
救
い
」
と
い
う
構
造
を
も
つ
世
界

宗
教
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

現
下
の
食
糧
難
も
、
人
類
史
上
何

度
も
あ
っ
た
ト
リ
ガ
ー
と
理
解
す
れ

ば
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
の
が
21
世

紀
の
進
化
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
に

は
、
科
学
技
術
に
基
づ
く
資
本
主
義

の
論
理
だ
け
で
は
無
理
で
、
超
宗

教
・
超
宗
派
的
な
倫
理
の
普
及
が
欠

か
せ
な
い
。
分
か
り
や
す
く
言
え

ば
、
利
他
に
包
ま
れ
た
自
由
・
民
主

主
義
社
会
の
実
現
で
あ
る
。

高
齢
社
会
で
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
と
融
合
さ
せ
る
の
も
一
案
で
あ

る
。
現
役
時
代
は
利
己
的
に
生
き
て

き
た
が
、
自
己
実
現
の
最
終
段
階
で

は
利
他
的
に
生
き
、
幸
福
感
に
包
ま

れ
て
最
期
を
迎
え
る
の
が
理
想
で
は

な
い
か
。
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
言
う

よ
う
に
、
人
生
の
99
％
が
不
幸
で
あ

っ
て
も
、
最
後
の
１
％
が
幸
せ
な

ら
、
そ
の
人
は
幸
福
な
人
生
だ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
誰
も
の
願
い

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

健
康
長
寿
型
農
業

考
え
て
み
る
と
、
効
率
優
先
の
資

本
主
義
社
会
も
、
多
く
の
利
他
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
子
育
て
な

ど
は
、
利
他
が
働
か
な
い
と
成
り
立

た
な
い
。
他
者
と
の
関
係
の
基
本
で

あ
る
夫
婦
も
、
利
他
の
気
持
ち
を
失

う
と
険
悪
な
も
の
に
な
る
。
自
治
体

の
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
な
ど
、

ま
さ
に
利
他
に
基
づ
い
て
お
り
、
政

策
の
基
本
理
念
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。そ

の
利
他
と
高
齢
者
の
自
己
実
現

を
融
合
す
る
こ
と
が
、
日
本
社
会
を

維
持
す
る
重
要
な
ピ
ー
ス
に
な
ろ

う
。
農
家
の
高
齢
化
は
負
の
側
面
だ

け
強
調
さ
れ
が
ち
だ
が
、
健
康
長
寿

の
た
め
の
農
業
だ
と
す
れ
ば
、
違
う

風
景
が
見
え
て
く
る
。
実
際
、
農
業

の
現
場
を
見
る
と
、
働
い
て
い
る
か

ら
健
康
と
い
う
高
齢
者
は
多
い
。
も

ち
ろ
ん
、
事
業
継
続
の
た
め
世
代
交

代
は
必
要
だ
が
、
健
康
長
寿
と
集
落

維
持
、
人
と
地
域
を
守
る
た
め
の
農

業
も
強
調
さ
れ
る
べ
き
だ
。
そ
れ

は
、
人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か

と
い
う
根
本
的
な
問
い
に
答
え
る
こ

と
に
も
な
る
。

農
福
連
携
で
幸
福
社
会
を
目
指
す

最
初
に
、
世
界
平
和
の
祈

り
と
し
て
特
別
大
護
摩
祈
願

が
、
藤
田
隆
乗
・
川
崎
大
師

貫
首
を
大
導
師
に
大
本
堂
で

執
り
行
わ
れ
た
。
大
導
師
が

表
白
を
読
み
上
げ
、
式
衆
が

経
を
唱
え
る
中
、
世
界
平
和

と
所
願
成
就
を
祈
願
す
る
護

摩
が
焚
き
上
げ
ら
れ
、
参
列

者
が
真
摯
な
祈
り
を
捧
げ
た
。

次
い
で
、
開
会
式
が
信
徒

会
館
で
行
わ
れ
、
導
師
の
一

宮
良
範
・
念
法
眞
教
教
務
総

長
の
言
葉
「
川
崎
大
会
に
参

加
し
た
私
た
ち
は
、
今
心
を

一
つ
に
し
て
祈
り
ま
す
」
に

応
え
、
全
員
で
「
世
界
が
ほ

ん
と
う
に
平
和
に
な
り
、
す

べ
て
の
人
々
が
幸
せ
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
…
」
と
唱
和

し
、
黙
祷
を
捧
げ
た
。

開
会
の
言
葉
は
、
前
回
大

会
大
会
長
の
利
根
康
教
・
寒

川
神
社
宮
司
が
、「
前
回
の
神

奈
川
・
寒
川
大
会
で
は
、
日

本
人
が
培
っ
て
き
た
和
の
精

神
で
世
界
に
希
望
を
与
え
、

平
和
を
築
い
て
い
く
こ
と
を

る
の
が
私
た

ち
の
役
目
で

あ
る
。
平
和

で
仲
良
く
生

き
て
い
け
る

よ
う
運
動
を

続
け
て
い

く
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

続
い
て
、

岡
部
芳
彦
・

神
戸
学
院
大

学
経
済
学
部

教
授
・
同
大

国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
所
長
が
「
知
ら
れ
ざ

る
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
交
流

史
」
と
題
し
講
演
し
た
。（
２

面
に
講
演
要
旨
）

閉
会
式
で
は
、
同
実
行
委

員
会
の
横
山
照
泰
監
事
（
元

社

説

天
台
宗
務
庁
一
遍
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
長
）
が
大
会
宣

言
文
「
こ
れ
以
上
生
き
と
し

生
け
る
貴
い
命
が
無
益
に
失

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

全
世
界
の
人
々
に
向
け
平
和

の
大
切
さ
を
、
祈
り
を
も
っ

て
呼
び
か
け
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
確
信
し
て

神
戸
に
滞
在
し
治
療
を
受
け

た
こ
と
、
大
正
時
代
に
ロ
シ

ア
革
命
に
よ
り
避
難
し
た
子

供
た
ち
を
無
事
に
親
許
に
送

り
届
け
た
こ
と
、
杉
原
千
畝

が
発
行
し
た
ビ
ザ
で
救
わ
れ

た
ユ
ダ
ヤ
人
が
神
戸
に
滞
在

し
た
こ
と
、
戦
後
も
ベ
ト
ナ

ム
難
民
を
受
け
入
れ
た
こ
と

な
ど
神
戸
に
は
人
道
的
国
際

い
る
。
今
こ
そ
英
知
を
結
集

し
世
界
平
和
の
道
筋
を
つ
く

ろ
う
」（
要
旨
）
を
読
み
上

げ
、
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ

れ
た
。
最
後
に
宍
野
史
生
副

実
行
委
員
長（
扶
桑
教
管
長
）

が
「
平
和
へ
の
強
い
気
持
ち

を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
持
ち

続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
。
明
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
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（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

第
７
回
「
世
界
平
和
　
祈

り
の
幕
開
け
」
が
11
月
11

日
、
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で

宗
教
者
や
各
国
大
使
な
ど
約

３
０
０
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。
主
催
し
た
 Ｎ
Ｐ

Ｏ
神
戸
平
和
研
究
所
（
杣
浩

二
理
事
長
）
は
、
全
て
の
宗

教
の
ル
ー
ツ
は
同
じ
で
、
平

和
を
祈
り
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
、
毎
年
11
月
11
日

に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
。

開
会
に
あ
た
り
、
同
研
究

所
顧
問
で
生
田
神
社
名
誉
宮

司
の
加
藤
隆
久
氏
が
次
の
よ

う
に
挨
拶
し
た
。

明
治
時
代
に
和
歌
山
県
沖

で
座
礁
し
た
ト
ル
コ
軍
艦
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
号
の
生
存
者
が

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
TEL03-6657-9000  Fax03-6657-8999
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

誓
い
合
っ
た
。
し
か
し
世
界

各
地
で
紛
争
に
よ
っ
て
多
く

の
命
が
犠
牲
に
な
り
、
地
球

環
境
の
変
動
や
食
糧
危
機
な

ど
の
問
題
が
山
積
み
で
あ

る
。
今
日
は
各
宗
教
・
宗
派

の
英
知
を
結
集
し
、
平
和
へ

の
道
筋
を
考
え
た
い
」
と
述

べ
た
。

次
に
今
回
大
会
の
大
会
長

で
あ
る
藤
田
隆
乗
貫
首
が

「
こ
の
４
年
間
、
世
界
は
未

曾
有
の
災
禍
に
見
舞
わ
れ
、

数
多
の
命
が
失
わ
れ
た
。
加

え
て
各
地
で
戦
禍
が
広
が

り
、
世
相
は
混
迷
を
極
め
て

い
る
。
川
崎
大
師
の
本
尊
で

あ
る
弘
法
大
師
は
『
鎮
護
国

家
』
と
『
済
世
利
人
』
を
誓

願
さ
れ
た
。
平
和
へ
の
祈
り

は
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て

い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

大
会
副
実
行
委
員
長
の
黒

住
宗
道
・
黒
住
教
教
主
は
実

行
委
員
長
の
田
中
恆
清
・
世

界
連
邦
日
本
宗
教
委
員
会
会

長
（
石
清
水
八
幡
宮
宮
司
）

の
挨
拶
を
代
読
。「
諸
宗
教
間

ま
す
よ
う
祈
念
す
る
」
そ
し

て
、「
川
崎
大
師
で
の
大
会
は

３
度
目
で
、
心
か
ら
感
謝
す

る
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
紹
介
の
後
、
世
界

連
邦
運
動
協
会
会
長
の
大
橋

光
夫
氏
が
、「
人
類
が
殺
し
合

う
の
は
愚
か
な
こ
と
だ
。
地

球
上
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
同
じ
血
で
繋
が
っ
て
い
る

人
類
は
仲
良
く
で
き
る
は
ず

だ
。
地
球
の
た
め
、
全
人
類

の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
す

神戸市

仏
教
の
危
機
人
生
の
危
機
に
希
望
の
矢
を
放
つ…

三
部
作

瑞
田
信
弘（
た
ま
だ
・
の
ぶ
ひ
ろ
）・
著  

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
称
讃
寺
住
職

中
村
メ
イ
コ
さ
ん
と
山
折
哲
雄
先
生
に
訊
く

坊
さ
ん
の
覚
悟

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

釈
尊
か
ら
親
鸞
に
学
ぼ
う

浄
土
真
宗
の
智
慧

寺
院
経
営
が
ピ
ン
チ
！

死
に
方
の
流
儀
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日
か
ら
祈
り
を
通
し
て
こ
の

平
和
へ
の
道
筋
を
歩
ん
で
い

き
た
い
」
と
閉
会
の
辞
を
述

べ
た
。

直
会
に
移
り
、
常
任
顧
問

の
阿
部
昌
宏
天
台
宗
宗
務
庁

宗
務
総
長
と
監
事
の
鎌
田
紀

彦
大
宮
八
幡
宮
宮
司
が
挨
拶

し
た
。

「
慰
め
よ
、
わ

た
し
の
民
を
慰
め

よ
と
／
あ
な
た
た

ち
の
神
は
言
わ
れ
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
の

心
に
語
り
か
け
彼
女
に
呼
び
か
け
よ
／

苦
役
の
時
は
今
や
満
ち
、
彼
女
の
咎
は

償
わ
れ
た
、
と
。
罪
の
す
べ
て
に
倍
す

る
報
い
を
主
の
御
手
か
ら
受
け
た
、
と
。

呼
び
か
け
る
声
が
あ
る
。
主
の
た
め

に
、
荒
れ
野
に
道
を
備
え
／
わ
た
し
た

ち
の
神
の
た
め
に
、
荒
れ
地
に
広
い
道

を
通
せ
。
谷
は
す
べ
て
身
を
起
こ
し
、

山
と
丘
は
身
を
低
く
せ
よ
。
険
し
い
道

は
平
ら
に
、
狭
い
道
は
広
い
谷
と
な
れ
。

主
の
栄
光
が
こ
う
し
て
現
れ
る
の
を
肉

な
る
者
は
共
に
見
る
。
主
の
口
が
こ
う

宣
言
さ
れ
る
。」（
イ
ザ
ヤ
40
：
１
│
５
）

一
年
の
晦
日
、
キ
リ
ス
ト
教
の
暦
で

は
、
先
駆
け
て
新
し
い
年
を
迎
え
、
主

の
降
誕
の
祭
り
を
待
ち
望
む
待
降
節（
ア

ド
ベ
ン
ト
）
に
入
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル

民
族
が
国
を
失
い
苦
難
の
中
に
あ
る
時
、

祖
国
へ
の
帰
還
と
平
和
の
王
の
到
来
を

告
げ
る
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら
れ

た
。
待
ち
望
ん
だ
そ
の
方
こ
そ
イ
エ
ス

で
あ
っ
た
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰

の
核
心
。
し
か
し
、
そ
の
方
は
、
人
々

の
不
信
に
よ
り
十
字
架
の
道
を
行
か
れ
、

復
活
の
後
、
再
び
来
る
と
の
約
束
を
残

し
て
天
に
昇
っ
て
行
か
れ
た
。
ア
ド
ベ

ン
ト
は
、
主
が
来
ら
れ
た
こ
と
を
祝
う

と
共
に
、
再
び
来
る
方
を
迎
え
る
準
備

の
祭
り
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２

e-m
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

こ
れ
ま
で
聖
書
で

「
光
」
と
訳
さ
れ
て
き

た
箇
所
は
「
光
の
場

所
＝
東
の
地
」
と
解

釈
す
べ
き
で
、
古
代

エ
ジ
プ
ト
と
中
国
や
日
本
と

の
結
び
つ
き
が
理
解
で
き

る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
王
の
棺

に
記
さ
れ
て
い
る
「
大
」
の

文
字
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
の

遺
跡
、
出
雲
大
社
や
伊
勢
神

宮
な
ど
に
も
共
通
し
、
い
ず

れ
も
神
を
表
し
て
い
る
。
ま

た
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
顔
を
持
つ

エ
ジ
プ
ト
の
ア
ヌ
ビ
ス
神
が

中
国
や
日
本
で
は
狐
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
。

い
ま
日
本
の
縄
文
時
代
が

注
目
さ
れ
て
い
て
、
三
内
丸

山
遺
跡
に
は
エ
ジ
プ
ト
や
中

東
と
の
関
連
を
示
す
証
拠
が

あ
り
、
古
代
日
本
の
研
究
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

講
演
後
、
竹
岡
誠
治
理
事

の
乾
杯
の
音
頭
で
会
食
に
な

り
、
岸
田
首
相
か
ら
の
激
励

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ

た
。
イ
タ
リ
ア
人
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
マ
ウ
ロ
・
イ
ウ
ラ

ー
ト
氏
の
演
奏
が
会
場
を
彩

る
中
、
国
や
宗
教
を
超
え
た

参
加
者
ら
が
和
や
か
に
歓
談

し
、
金
岡
重
雄
理
事
が
来
年

の
再
会
を
呼
び
か
け
幕
を
閉

じ
た
。

川崎大師
神
戸
は
国
際
宗
教
都
市

世
界
平
和
 祈
り
の
幕
開
け

藤田隆乗川崎大師貫首を大導師に特別大護摩祈願＝11月17日、神奈川県
の川崎大師

世
界
連
邦
平
和
促
進
全
国
宗
教
者
・
信
仰
者
川
崎
大
会

天
地
子
が
所

属
す
る
農
事
組

合
法
人
で
は
、

14
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
田
ん
ぼ
で
う

ど
ん
と
パ
ン
の

小
麦
を
栽
培
し
て
い
る
。

麦
ま
き
の
適
期
は
11
月
15

日
か
ら
12
月
10
日
で
、
限

界
は
20
日
。
と
こ
ろ
が
11

月
18
日
ま
で
雨
が
ち
で
田

ん
ぼ
を
耕
運
で
き
ず
、
や

っ
と
ま
き
始
め
た
の
は
30

日
。
一
時
は
不
安
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
だ
っ
た

が
、
天
気
が
相
手
な
の
で

ど
う
し
よ
う
も
な
い
▼
と

こ
ろ
が
始
め
て
み
る
と
意

外
に
順
調
で
、
４
日
間
で

う
ど
ん
用
の
小
麦
を
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
ま
い
た
。
ト

ラ
ク
タ
ー
に
付
け
た
播
種

機
で
ま
き
、
そ
の
後
、
一

輪
管
理
機
で
溝
開
け
を
す

る
の
だ
が
、
こ
れ
が
実
に

ス
ム
ー
ズ
。
要
因
は
、
特

殊
な
機
械
で
荒
お
越
し
を

し
て
い
た
か
ら
で
、
そ
の

後
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
運

す
る
と
土
が
こ
な
れ
、
播

種
も
溝
開
け
も
以
前
よ
り

や
り
や
す
か
っ
た
。
作
業

仲
間
が
一
転
、
明
る
い
雰

囲
気
に
な
っ
た
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
12
月
４
日

か
ら
は
パ
ン
用
小
麦
を
ま

き
、
10
日
完
了
の
見
込
み

▼
来
年
の
稲
作
で
計
画
し

て
い
る
の
は
、
自
前
の
乾

燥
機
の
導
入
。
こ
れ
ま
で

Ｊ
Ａ
の
大
型
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
出
荷
し

て
い
た
が
、
そ
れ
だ
と
自

分
た
ち
の
米
を
消
費
者
に

届
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

収
入
に
つ
な
が
る
作
業
時

間
も
増
や
せ
な
い
。
幸

い
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
融
資
は
可
能
と
の
診
断

で
、
50
代
の
後
継
者
も
見

つ
か
っ
た
。
５
〜
10
年
で

仲
間
へ
の
支
払
い
は
維
持

し
な
が
ら
、
借
金
を
返
済

す
る
計
画
だ
▼
そ
の
過
程

で
米
の
仲
買
業
者
に
打
診

す
る
と
、
い
く
ら
で
も
欲

し
い
と
の
こ
と
で
、
米
不

足
の
一
面
を
垣
間
見
た
。

集
落
営
農
の
楽
し
さ
は
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
に
あ

る
。
70
代
に
な
っ
て
人
生

最
大
の
筋
肉
労
働
を
し
な

が
ら
、
天
地
子
は
脳
と
体

を
同
時
に
鍛
え
る
嬉
し
さ

を
感
じ
て
い
る
。

開会挨拶する加藤隆久生田神社名誉宮司＝11
月11日、神戸市内の会場

来
賓
挨
拶
で
は
、
駐
日
サ

ン
マ
リ
ノ
共
和
国
の
マ
ン
リ

オ
・
カ
デ
ロ
大
使
、
ウ
ガ
ン

ダ
共
和
国
の
カ
ー
フ
ワ
・
ト

ー
フ
ァ
ス
大
使
、
マ
ラ
ウ
ィ

共
和
国
の
ク
ワ
チ
ャ
・
チ
シ

ザ
大
使
、
イ
タ
リ
ア
の
マ
ル

コ
・
プ
レ
ン
チ
ペ
在
大
阪
総

領
事
が
挨
拶
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

続
い
て
、
仏
教
、
大
本

教
、
神
道
、
天
理
教
、
イ
ス

ラ
ム
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
代

表
者
に
よ
っ
て
平
和
の
祈
り

が
捧
げ
ら
れ
、
参
加
者
全
員

で
世
界
平
和
を
祈
っ
た
。

記
念
講
演
で
杣
（
そ
ま
）

理
事
長
が
次
の
よ
う
に
話
し

た
。こ

の
た
び
世
界
の
宗
教
の

共
通
性
に
関
す
る
研
究
を
英

語
で
発
表
し
、
来
年
、
ヘ
ブ

ラ
イ
大
学
で
講
演
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

貢
献
の
歴
史
が
あ
る
。

今
も
58
か
国
、
１
万
２
０

０
０
人
以
上
の
外
国
人
が
神

戸
に
在
住
し
、
キ
リ
ス
ト
教

会
、
ユ
ダ
ヤ
教
寺
院
、
イ
ス

ラ
ム
教
寺
院
、
中
国
人
が
信

仰
す
る
関
帝
廟
な
ど
が
あ

る
。神

戸
は
国
際
港
湾
都
市
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
な
ど
と

呼
ば
れ
る
が
、
国
際
宗
教
都

市
の
名
称
を
加
え
る
べ
き

で
、
国
も
宗
教
も
異
な
る
人

た
ち
が
仲
良
く
暮
ら
し
て
い

る
麗
し
い
情
景
は
世
界
に
誇

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
精

神
で
、
神
戸
平
和
研
究
所
が

毎
年
開
催
し
て
い
る
の
が

「
祈
り
の
幕
開
け
」
で
あ
る
。

「
共
に
世
界
平
和
を
祈
り
ま

し
ょ
う
」
と
開
会
を
宣
言
し

た
。

11
月
17
日
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の
真
言
宗
智
山
派
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺
で
、
第

42
回
世
界
連
邦
平
和
促
進
全
国
宗
教
者
・
信
仰
者
川
崎
大
会
が
「
世
界
平
和
実
現
の
た

め
の
道
筋
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
世
界
連
邦
日
本
宗
教
委
員
会
。

国書刊行会

監
訳
著
・

水
谷
 周
訳
補
完
・
杉
本
恭
一
郎

２
０
１
９
年
７
月
第
３
版
発
行
、
資
料
増
補
、大
改
訂
  定
価
２
７
０
０
円
＋
税

読
み
や
す
く
、理
解
し
や
す
く
、真
髄
を
極
め
る
達
意
の
新
訳

や
さ
し
い
和
訳

〒174─0056 東京都板橋区志村1─13─15
TEL：03─5970─7421

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
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山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

講演する杣浩二
ＮＰＯ神戸平和
研究所理事長

開会の言葉を述べる利根康教・寒川神社宮司

祝
辞
を
述
べ
る
大
橋
光
夫
・

世
界
連
邦
運
動
協
会
会
長


